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Abstract

the writers describe the application of many new testing

improve the mostimportant characteristics of TV picture

COlor,reSOlution,andlife.

In respect to screen color,a White TV screen ofsuitablecolorwasobtained_

afterdetermining the screen color by means ofaHitachiphoto-electric spectro-

photometer･A simpler=two丘1ter photo cellmethod=was also developed for

routinetesting.

For resolution,a Monoscope device wasinstalledin the testingroom,Which

enablesexaminationofresolutionuptol,0001ines.

In regard tolife,a forcedlife test system was adopted.By means of this

forcedlifetest,Whichiscontinueddayandnight,itis possible to verify thelif｡

Ofthe tubeinonly500hours,i.e.,inlesstllanamOnth.

〔Ⅰ〕緒 ー吉

国内テレビジョンの普及に伴い日立 作所茂原工場に

おいてテレビ受像管の製作を開始した｡同時に試験設備

拡充を図りすぐれた性能をもつ受像管の製造を期して今

日に至りっている｡受像管製造上特に 要な特性としで快

適な受像面の色,鮮鎖な解像度,および十分な寿命が取

り上げられる｡

受像画の色に関してほ日立分光光電光度計EPBrL型

を設備し,受像管発光の幅射エネルギ分布を求めて,そ

れよりICI色座標上に色を決定するという最も

測定方法を

木的な

用し,高精度の測定結果をうることができ

るようになった｡さらに量産製品の試験用として取扱の

簡便な｢ニフィルタ十法｣を採用して色の管理を行うこ

とにした｡勿論｢ニフィルター法｣のみでは色の絶対測

定は不可能であり,使用蛍光体の種類が異りエネルギ波

長分布が変ると当然戟正曲線が変るので,分光光電光度

計の結果と関連づけることが な問題となってくる｡

解像度の測定に関しては,研究的, 陵墓的にはラス

タ圧縮法,ポルカドヅトミタソ法など種々の方法(5)があ
***

日立製作所茂原工場

るが,反面量産製品の試験にほ不満がある｡最も実際使

用状態に近くかつ迅速な方法としてRCAモノスコ｢プ

方式を採用した｡結果としては十分に実用上の目的ほ達

せられている｡

寿命試験に関しては特に供試管の寿命時間をできる限

り迅速確実に把握するために500時間で判定する強制寿

命試験方式を採用した｡寿命試験機の特性としては,運

転中の供試管の試験条件が安定確実であり,試験機ある

いは各部電源状況の変動のために

ようJ特に留意して設計した｡

命判定に誤りのない

以下これら三つの点について試験設備および方法につ

いて概略を紹介することにする｡その結果についてはつ

ぎの機会に報告することにして木文では省略した｡

〔ⅠⅠ〕螢光面発光色の試験法(1)"(3)

(り 分光光電光度計(4J

第l国(次頁参照)に色測定に用いる日立分光光電光度

計EPB-L型の使用状況を示す｡日立分光光電光度計

EPBrL 塾は

高

光体の発光色を直接測達するため特別に

度に設計されたものである｡第2図(次頁参照)にそ

の説明図を示す｡
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第1図 日 立 EPB-,L型分光光電光度計

(17吋管試験中)

Fig.1.Type EPB-L,HitachiPhoto-Electric

Spectrophotometer

(17γTube under Testing)

〃1,〟2:凹 面 鏡

P: プリ ズ ム

5:入射スリット

第2図

Fig.2.

5/:射出スリット

〃:指 示 計 器

5 は5/の下にある｡

日立EPB-L型分光光 光度計説明図

Illustrative Diagram of TypeEPB-L,

HitachiPhoto-Electric Spectrophoto-

meter

繹測定受像管の壁光面よりの光は入射スリット5で

当に絞られ反射頒り仇,几杢によりプリズムPに入り,P

によってスペクトレに分解された光は再び循により射

出スリット5′に送られる｡Pを回転することによりス

ペクトルに分解された光の内S′を通過するスペクトル

の愕類すなわち波長が定まり,S′の幅を変えることによ

り,これを通り抜ける波長幅が調整できる｡この射出ス

リット5′を通過した光は受光増幅部の光電管に入り,

その微弱光電流が増幅されて指示計器をふらせる｡かく

して可視波長範囲全域にわたり受像管賛光の輯射エネル

ギ←の波長分布が求められる｡たゞし,光電管を含んだ

全装置の波長特性は平坦でないから,波長分布の既知r2)

である副標準電球の光を測定してあらかじめ装置全体と

しての波長特性を補正する係数を見出しておかねばなら
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第3図ICI 色 刺 戦 債

Fig.3.TheICITrist‡mulus Coefficients

Of SpectralColors

♂J7

♂ブJ

､

♂ガ

!
-
ふ
一
蒜
空
い

っ･J

クJ

〔
〃
リ

〃〔

ガ■

相
〃
‥
〃

1
イ
リ

ヵ以

〃レ

J乙訂(‡封 甜 ♂J粁♂ク7♂冴♂ガβガ 揖/ぼ♂ガ〃■j才♂∬ 膵〟7

三色係数 才一

第4図ICI 色 匪 図

Fig.4.TheICT Chromatic Diagram

ない｡

(2)色 の 決 定

分光光電光度計により得た帽射エネルギーの波長分布

より次式をこよりICI*色座標(1)～(3)が決定される｡

ズ=i三;ガス元スdス

リ十‥′ノ･

∠十′∴ニ･･-〃
S=ズ+y+Z‥.

ズ
Sニ∬

.(3)

4

5
y

S
ニり.

ここに,ズ,y,Zは三色刺戦債,ガスは開封エネルギ

(波長の函数),∬ス,ガス,Zスはスペクトル色に対する

ICI:InternationalCommitteeofIlumination
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第5図

Fig.5.
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第6図

Fig.6.

波 長(叩ノ)→

受像管用P4蛍光体の霜射エネルギ←分布

Radiation of Phosphor P4

♂/ ♂グ β∫ J材 〟 ♂♂ ♂7 ♂β

∬

受像管用P4螢光体のICI色座 上の変化

Color Locus of Phosphor P40n the

ICIChromatic Diagram

ICI三色刺戟値である｡(第3囲)∬,yはICI三色係数

である｡

(1)(2)(3)式の演算ほ波長幅10m〃ごとに細分して

数値積分を行う｡

以上のごとくして∬,ガが定まればこれをICI色度図

(第4図)に打点して邑が決定される｡JETEC*でほ第

4図に京すごとくテレビ用白の許容範囲をきめている｡

さらに身近かな色の表わし方として色温度表示がある｡

第4図に示すごとく異体幅射の色軌跡とこれに放射状に

引かれる等温線により,異体幅射の何度(OK)に近いと

いう表わし方である｡

*JETEC‥Joint ElectronTube Engineering

Council
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第7図 Wratten Filter♯15および#47併用セL/

ン光電池感度特性

Fig.7.SensibilityCharacteristicsofSePhoto

CellCombined with Wratten Filter

♯15and#47
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第8図 受俸管用蛍光体に対するニフイ/レター法に

よる色測定戟正図の一例

Fig.8,An Example of Calibration Curves

Of the Two Filter Method

(3)受像管色測定の簡易法

分光光電 度計による方法は最も基太的測定法である

が非常に手数を要するので量産製品に対する色管理のた

めにはさらに簡便なものが要求される｡

(A)二点測貢2法
●

第5図に受像管用P4蟹光体の栢射エネルギ分布の一

例を示した｡特定の蛍光体を用いた場合色の異ったもの

ができる 原因はその 分と育成分の強さの比が異るた
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めであり,各成分の柘射エネルギ分布は一定である｡

すなわち育成分と黄成分の色座標は二定点であり,この

二成分の混合の色の座標はこの二点を結ぷ直線上にあ

る(1)-(3)｡第`図(前頁参照)の月一y直線はその一例を

示す｡結局育成分および黄成分の山の高さの比j㌔/Py

とβ-y直線上の位置との関係を使用する各種螢光体に

つき求めておけば特定の二波長の確射エネルギのみを測

定してj㌔/斗を求めることにより色が決定できる｡

(B)ニフィルタ←法

さらに簡単な方法として｢ニフィルタ←法｣を探聞し

ている｡すなわち第7図(前頁参照)に示すごとく螢光体

の光をWratten#15(黄)およぴWratten♯47(青)フィ

ルターとセレン光電池とを組合せたもので青および黄の

成分を選択して測定し,その読みの比β/yを求める｡

β/yと第占図の分光光電光度計にて測定したβ-y直

線との関係を各種蟹光体につき求めておけばβ/yより

直ちに色度が決定される｡第8図はニフィルター法に対

する較正曲線の一例である｡

〔ⅠⅠⅠ〕解像度の測定法(5)(6)

普通テレビジョンにおける解像度ほ放送設備,放送電

波,受信設備,受像管などの綜合した状況いかんにより

定まるがわれわれの意図するところは受像管自体の解像

度であり,これに適したものとしてモノスコ←プ装置一

式(同期信号発生機,モノスコ←プカメラ,分配増幅器)

を設置した｡受像管試験機は組合せに適するごとく,ま

た受像管試験上の操作も考慮して設計されている｡

(り 試験機の概要

第?図は受像管試験機における解像度試験の状況を示

す｡

弟川図にモノスコープ装置の系統図,第】1図にモノ

スコープカメラのブロックダイヤグラム,弟12図に受像

管試験機の解像度測定回路のブロックダイヤグラムを示

第9図

Fig.9.

テレビ受像管試験機(21吋管試験中)

Test Set of TV Picture Tube

(21ケTube under Testing)

す｡

モノスコ←プカメラにはいわゆるモノスコープと称す

るブラウソ管が用いられており,同期信号発生機よりの

同期 号によりモノスコ←プシグナル坂上を電子ピ←ム

が標準方式で走査する｡シグナル板はアルミ板で形成さ

第10図

Fig.10.

モ ノ ス コ ← プ 装 置 系 ラ院 図

Schematic Diagram ofMonoscope

Device

l

第11図 モノスコープカメラのブロックダイヤグ

ラ ム

Fig.11.Block Diagram,Monoscope Camera

第12因 テレビ受像管試験機ブロックダイヤグラム

Fig.12.Block Diagram,TV Picture Tube

Test Set
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13図 モ ノ ス コ ー プ 回 路

Fig.13.Monoscope Cjrcuit
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第14図 モノスコープより発生するパタンの一例

Fig.14.A TypicalTest Pattern

れ黒鉛でテストパタ｢-ン(標準試験図形)を印刷Lてある

ので面上の二次電子放射能の差によって,シグナル仮の

出力端子に映像電圧波形がえられる｡第13園はモノスコ

ーープ使用回路を示す｡

(3)解像度試験法

第川図ほモ′スコ←プにより発生するテストパターン

の･一例を示す｡中央部および四隅にある垂直水平解像度

測定用くさび図形に示された数字は解像度を表わす本数

の1/10を示す｡すなわち解像度何本とし､うのは受像管

の画面の垂直方向の寸法を黒白交互の等い､幅の練で分

割するとき何本分割した細さの線まで受像管螢光面上に

再現できるかということである｡解像度測定用くさび図

形は垂直水平同じ線幅のものを用いている｡したがって

受像管水平方向寸法に含まれる線の木数は示された数字

の4/3倍(画面の横縦比)となる｡

このテストパターンで判別Lうる最高の解像度はrrl央

部で500本周辺で400本であるが,これ以上の解像度の

測定を要するときは螢光面上でパターンを圧縮して線が

第1表

Tablel.

型 名

.りl･t
(180Q些少_

10BP4A

12LP4A

14CP4

17BP4A

21EP4A

受 像 管 の 寿 命

Life Test Condition

Tubes

～型 式

7吋丸型

10吋丸型

12吋丸型

14吋角型

ヒータ電

圧(Ⅴ)

試 験 条 件

Of TV Picture

弟ニグリツ

ト竃圧(Ⅴ)

450

11,000

lラ スター

す法(耶)

4×5ヲ畠

13,2001 6×8

450 113,200

15,400

17,600

20,000

7シ;×10

ぎ8描×11猪

10)蔓×14

13シ;×18

第15図 ヒ←一夕電圧およびヒ一夕,カソード
圧動作状態図

Fig･15･Motion Diagram of IIeater

Voltage and Voltage between

Heater and Cathode

判別できなくなる点がくさび図形にでるようにして,そ

のくさび上の解像度本数に圧縮率逆数を乗ずればよい｡

モノスコープにて発生せしめた映像信号を忠実に受像

管に再現するために,供試受像管に到るまでの映像増幅

回路ほ数10c/s～8Mcの範囲にほとんど平坦な周波数

粋性を持たしてある｡したがってテレビ放送の前後に送

像されるラストペターンのごとく4Mcという狭い周波

数帯により解像度が劣イヒするようなことがなく,供試受

像管そのもの-ゝ集束特性の良否すなわち解像度を測定す

ることができる｡

〔ⅠⅤ〕寿 命 試 験 法(7)

寿命試験の方法としてテレビセットに装着した場合に

要求される数千時間の寿命試験を行うことほ時間がかか

り過ぎて結果を容易には出し瓢､ので強制寿命試験法を

採用した0すなわち実際使用条件よりも苛酷な電圧電流

を軌■､,かつヒータ電圧の開閉を自動的に一定周期で操

返し,昼夜連 を行い,500時間で寿命の良否を判

達するようにした｡本試験で合格すれば一般受像機に装

着して使用する場合ほ少くとも平均二年以上の使用に耐
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第16図 受 像 管 寿

(14吋管試験中)

Fjg.16.Life Test Set

命 試 験 機

of TV Picture Tubes

(14〝Tubes under Testing)

えうる｡

この方式によれば供試受像管は1箇月以内に寿命判定

が可能であり,毎月の生産品の品質を監視できるという

利点がある｡以下に寿命試験の条件,終止点,測定時間,

試験機の概要などについて述べることにする｡

(り 寿会読験の条件

現在日立製作所において製作している各品種の寿命試

験条件を第】表(前頁参照)に嘉す｡第ニグリッド電圧,

陽極電圧は各型の絶対最大定格電圧である｡陰極電流ほ

実際に受像の際の最大明るさ程度になる電流を選ふま

ドアスイ‖ノチ

第36巻 第12号

たこの場合輝度変調ほ全然行わず,いわゆるラスタの状

態で寿命試験を行う｡

(A)ラスタの走査周波数は12,000～17,000c./sx30

～60c/sでともに鋸歯状波を軌､る｡

(B)ヒータ電圧ほ13分ON,7分OFFを連続的に

裸返すごとくする｡ 命時間ほON とOFFの累

計時間とする｡

(C)ヒータカソード間電圧は ON より15 秒間

590V,常時260Vを印加する0(B)(C)に説明し

たヒータ電圧およびと←タカソドド問電圧を図示す

ると第15図のごとくである｡

(2)寿命試験の終止点

第一グリッド電圧零すなわち零バイアスの陰極電流が

500時間の寿命試験期間利こ示した最大値より20%減

少したときを 命試験の終止点と規定する｡

その他あきらかに使用上支障ある故障の生じた場合ほ

終止点とする｡

(3)寿命試験機の概要

第1`図は寿命試験の状 を京す｡第17図に寿命試験機

のブロックダイアグラムを示す｡大路の説明をすると各

電極電源および附属コイル類の電源ほ各部電圧電流など

をできる限り正確を期するためと連続使用のため安全を

見込んでそれぞれ独立とし,各箇に調整しうるごとくし

た｡また試験条件に対応しかつ保護用として相当数のリ

レーを各部に用いた｡つぎに第け図について各リレ←の

目的を述べる｡

エl:高圧陽極電源の30秒遮れ用リレ←｡陽極電源

l

時間計
牙ニケ｣tソト電源

オーケノ･ソド電源

ヒータ電源

ヒータれソード聞

イ芙含ま実像管

フォーハス電蕊

同朋亀針様

第17図

Fig.17.

イオントラリブ電源

偏向回路

寿命試験機ブ ロ
ック ダイヤグラ

ム

Block Diagram,Life TestSet of TV

Picture Tubes

l軒
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が主電源の通電と同時に入ると偏向開始前に輝点が

蛍光面にあらわれ蟹光面を損傷するのでこれを防止

する｡

エ2:陽極電源の一次側断路用リレー｡

エ‥5:陽極電源の出力端子短絡用リレー｡エ3は主電

源が入ることにより閉路し,陽極電源の入る準備態

勢となるが,主電源の停電あるいは第一グリッド電

源,偏向回路の故障により閉路し,高圧フィルタコ

ンデンサの電荷を放電する｡同時にエ2は閉路し陽

極電源を切る｡

ドアスイッチは管球部の扉につけられ,扉を開くこ

とにより エ2,エ3が動作し,上

止され危険を防止する｡

エ4:ヒータ電圧断続用リレ←｡

のごとく電圧が停

エ5:ヒータカソ←ド電圧断続用リレー｡エ4,エ5は

タイムスイヅチ～_rS-Fに連動し第】5図に示すごとき

動作を行う｡

エ6:第一グリッド電圧電源のリレ←｡

エ7:偏向回路電源リレー｡エ6およびエ7ほ前述の

~エ2およびエ3と直列に入っており第一グリッド電源

および偏向回路の茸電圧が正常な電圧であるとき陽

極電源が動作するが,故障の際ほ 冒路してエ2およ

びエ3が働き陽極電源を停止せしめるごとく動作す

る｡

以上のごときリレーの装脚こより所期の動作を行わし

めることができ昼夜連続運転を行っている｡

｢日立評論｣綴込みカバー発売

(上製緩込み組付)特価1組 YlOO(郵送料共)

〔Ⅴ〕結 盲

1821

以上により現在のテレビ受像管の試験設備試験方法の

一端を述べた｡国内テレビ界の発展に伴い,その受像管

の性能をますます向上せしめることを念願してやまぬも

のである｡

潤筆するにあたり,これら試験設備の計画研究に対し

御指
,御鞭撞を頂いた日立製作所茂原工場武内工場長,

久保副工場
,橋本部長,福田

長および分光光電光度

計の設計製作,測定法に御協力頂いた多賀工場間係各位,

中研江東氏,ブラウン管係長岡氏に厚く謝意を表する次

第である｡
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｢日立評論｣の綴込み用として写真に示すような堅牢美麗
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御希望の方には特に実費にてお頭ち致しておりますから,

直接下記に御中込み下さい｡
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2段ジブコールカリタにおけるジフのロリキング装置

この装置ほ,2段ジブコールカッタのジブのロッキン

グ作動及び解除を簡便,且つ確実に行い得るようにした

ものである｡

機体と一体に設けた案内筒にi･ま,ネギ状斜面,係止面

及び垂直切欠面より成る案内面を形成する｡ロッキング

ピンは案内筒の孔に回転及び摺動可能なるよう挿入し,

その相対向する端部の外周壁には角状部を形成する｡こ

の角状部は,固定支持片により回転可能に支持した操作

用カラ←の角状孔に遊赦している｡操作用カラーの外周

壁には,適当な回転用具を入れ手動により操作川カラー

を回転させるための孔を穿設する｡ロッキングピンの相

対向する端部に設けた孔の問には作動バネを介在させ

る｡ロッキングピンに固着した突起は,ロッキングピン

のロッキング解除状態では係止面に係止される｡

切込みに際しては,先ず,操作用カラーを回転用具で

少し回すことにより,突起を係止頭から外し垂直切欠面

のところへ変位させる｡ジブが固定位置に来て玄枠のロ

ッキング用孔と案内筒体の孔とが一致すれば,ロッキン

グピンほ作動バネの伸張により自動的にロッキング圧仔L

内に突入L,ロッキング作動が行われる｡

ロッキングを解除するにほ,操作用カラ←を回転する

ことによりロッキングピンを何転し,その突起をネジ状

斜面上を摺動させる｡このようにすれば,ロッキングピ

ンは回転しながら軸方向に摺勤し,ロッキングピンの突

起がちようどネジ状斜面の終端に来ると,ロヅキングピ

ンほ玄枠のロッキング用孔から脱け出て完全にロッキン

グが解かれる｡従ってジブは自由に揺動できるようにな

る｡ (冨 田)
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